
校長だより                   １２月６日 廣渡一郎 

  

            ◆◇◆大掃除◆◇◆                          

 

 

■スマホで呼べるベビーシッター・家事代行サービスの「キッズライン」。 

運営会社がサービスの利用者に「年末大掃除」についてアンケートを実施しています。 

その結果を紹介します。 

 

年末大掃除を ▼する ５４.８％  ▼しない ４５.２%。 

昨年度から９ポイント減少。 

 

五割近くの方が「大掃除をしない」と回答。 

調査の対象が家事代行サービス利用者だから，ということもあるのでしょうか。 

しない，という人がそんなにいるの？と驚きます。 

しない理由は「忙しい，時間がない」３２.６％， 

「普段から掃除をしているから大掃除をする必要がない」が２１.１％ということです。 

  

■大掃除の始まりは平安時代だといわれています。 

平安時代，宮中では１２月に一年の煤を払い，神様を迎える行事が行われていました。 

この行事が煤払い（すすはらい）。大掃除の由来です。 

大掃除を年末に行う理由。 

それは，お正月の神様である歳神様（としがみさま）を迎えるため。 

歳神様は新年に来てくれる幸せの神様。 

失礼がないよう家の中を清めるために大掃除をする，というわけです。 

 

■台所の換気扇や障子の張り替え，畳干し。床の雑巾かけに窓の外側拭き…。 

いつもはしないところを家族みんなで分担するのが子どものころの年末大掃除でした。 

大変でしたが終わった時は子ども心にも充実感や家族の絆を感じていたものです。 

 年賀状同様，ライフスタイルや価値観の変化にともない年末大掃除に対する 

意識や動きが変わってきていること，やっぱり少し寂しくもあります。 

 

 


